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　Asimple 　solid −phase　colorimctry 　of 　trace　 cob 乱lt（II），
nickel （II）and 　iron（II，III）was

dcveloped　based　on 　th．e ．乙＊a＊b＊ chromaticit アdiagram　system ．　 Metal　complcxes 　with 　2−

nitroso −5−（IV 二propyl−N −sulfopropylamino ）phenol （Nitroso−PSAP ）were 　preconcentratcd
ln　fine　particles　of

．
anion −exchanger 　and 　collected 　on 　a 　membranc 且lter　fbr　subsequent

measurements ．　 A 　calibration 　curve 　for　each 皿 etal　ion　was 　constructed 　by　plotting　the

measured 　net 　values 　of ＋α
＊

（red ），− a ＊
（green），＋b＊（yellow）or 　− b“

（blue）．　 The 　detection

limits　of 　cobalt （II），nicke1 （II）and 　iron（II）and 　iron（III），calculated 伽 m 　liロcarized 　ca 玉i−

bra駐on 　curvcs
，
　werc 　O，1

，
　O．2，0，3　and 　O．4 鮭g，　respectively ．　 The 　propos，　ed 　method 　can 　be

applied 　to　the　simultanc ；ous 　determination 　of 　cobalt （II）and 　nickc1 （II）、　 The 　calibration

plane　of 　iron （II）a皿 d　iron （III）has　als〔⊃　made 　it　possible　to　determine　both　species 　simul
−

taneously ．

Kbywortts； solid −phasc　preconcentl
・
ation 　of 　cobalt （II），nicke1 （II）  d　iron（II，III）；tristi皿 一t

　　　　　　　　ulus 　colorinletry ；L ＊
α

＊群 chromaticity 　diagram；ca ユibration　pJane；simu1tane −

　　　　　　　　ous 　determina廿on 　of 　iron （II）and 　iron（III）．

1 緒 言

　環境試料中 の 微量金属 イオ ン を有色錯体 と して メ ン ブ

ラ ン フ ィ ル タ ー、ヒに 固相濃縮 す る 方法 は，分 析 化 学 の 分

野で 広 く用 い られ て い る
］）
−5｝．メ ン ブ ラ ン フ ィ ル ターへ

’
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の 有色錯体 の 捕集 は 無電荷 キ レ
ート捕集法 1水銀 （II）

−

STTA ｝
6｝，イオ ン 対の 捕集法 ｛コ バ ル ト（III）−5−Br・PSAA ／

テ トラ フ ェ ニ ル ホ ウ 酸系ド
｝

，イ オ ン 交換樹脂懸濁液 に

よ る イ オ ン 交 換 捕集法
B）
な ど が 報告 さ れ て い る．固相 に

お ける 有色錯体 の 測定方法 と して ，目視 に よ る 濃度 の 判

定法
9），固相吸光光度測 定法

8｝
， 再 溶解後 の 液相吸光光

度測定法
10）Ll｝

ある い は原子吸光法
12
壕 どが ある．

　2一ニ トロ ソー5−（N 一プ ロ ピ ル ーN 一ス ル ポ プ ロ ピ ル ア ミ ノ ）

フ ェ ノール （Nitroso−PSAP ＞を用 い る 分析法 と して は
，
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吸 光 光 度 法 に よ る 鉄 （II） の 定 量
1S ！

，コ バ ル ト（II） の 定

量
M ｝

な ど多数報告さ れ て い る．ま た ，鉄 （II）　一一　N ］trOSO−

PSAP 錯体をイオ ン 交換樹脂 を用 い て 分離し た後，光音

響分光法 に よ り定量す る 方 ix1「’）も報告 され て い る．

　先 に 著者 らは ， 有色錯体を色彩計 に よ り測定す る色彩

化学 計 測法 を提 示 し，金属 イ オ ン 定 量法 に 応 用 し

た
6）7）16）．色彩計 を 用 い る 色彩化学計測法 は，従来法 と比

較 して 簡便 で あ り高感度な測定が 可能で あ る などの 利点

を有 して い る．また，原子吸光光度計や 誘導結合 プ ラズ

マ 発光分析装置な どの 機器分析装置と比 較する と，本

体 ， ラ ン ニ ン グ コ ス トと も著し く安価で あ り， 適切な濃

縮操作 との 組 み 合 わ せ に よ り高感度化 が 可 能 で あ る．

L＊
a

＊
歴 表色系

17）
−fl1）

を採用 した色彩計測 は，測色値 と測

定対象物質の 濃度 に相関性があ り， 空試験値差 し引 きに

よ る 色差 の 算出が容易 で あ っ た．

　本研究 で は，コ バ ル ト（II），ニ ッ ケ ル （II），鉄 （II）及

び 鉄 （III） の Nitros〔トPSAP 錯体 を，イ オ ン 交換樹脂懸濁

液の 存在下 で メ ン ブ ラ ン フ ィ ル ター上 に 捕集
・
濃縮 した

後，色彩計に よ り定量す る方法を検討 した．固相を測定

す る本 法 は，試薬自身の 橙黄色 に よ る影響を 炉過 操作に

よ り簡易に 除去で き， μg 量 の 金属イオ ン の 高感度定量

が可能 とな っ た．空試験値 を差 し引 い た正味 の 測定値 を

a
＊ b＊ 平面 に プ ロ ッ トす る と，そ れ ぞ れ が 異 なる 色方向

に 相関を 持つ 四 つ の 検量 線 が 得 られ た．

　色相 の 差異 を利用 して ，二 成分の 同時比色定量法 に も

適用 で きた．本法は ぴ が 伊 表色系の   伊 平面上 に 検量

面 を展開す る こ とに よ り，烹 成 分 の 同 時分析 を行うもの

である．その結果，コ バ ル ト（II）
一

ニ ッ ケ ル （II＞系及 び

鉄 （II）
一
鉄 （III）系の 同 時比色定量法 を確立 した．

2　実 験

　 2・1 装　置

　色 度測定 に は，日 本電 色工 業製 ND −1001DP 型 測色色

差計及 び ミ ノ ル タ製 CR −300 型 色彩色差計 を用 い た．

　pH の 測定は ， 堀場製 N −8F 型及 び横河電機製 pH51

型 pH メ
ータ

ー
を用 い た．

　 メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ
ー

に よ る 金属錯体 の 炉過 に は ，吸

引酒過装置 （東洋濾紙製 KG −25型）を用 い て行っ た．

　2・2 試薬及び メ ン ブラ ン フ ィ ル ター

　 コ バ ル ト （II）標準溶 液 ： 原 子吸 光 用 コ バ ル ト（ll）標

準溶液 （関東化学製）を適宜希釈 して 用 い た．

　 ニ ッ ケ ル （II）標準溶液 ： 原子吸光用 ニ ッ ケ ル （II）標

準溶液 （関東化 学 製 ）を適宜希釈 して 用 い た．

　鉄 （Il＞標準溶液 ： 硫酸 ア ン モ ニ ウ ム 鉄（ll） 六 水和物

（和光純薬特級） を水 に 溶解 し
， 0．1M 塩酸酸性溶液と

し，使用時 に 適宜希釈 して 用 い た．

　鉄（III）標準溶液： 硫酸 ア ン モ ニ ゥ ム 鉄 （III）十二 水

和 物 （和 光 純 薬特 級 ） を水 に 溶解 し，0．  5M 硫酸酸性

溶液と し ， 使用時 に適宜希釈して 用 い た．

　Nitrose−PSAP 溶液 ： 同仁化学研 究所製 NinDso −PSAP

を水 に 溶解 して 1x10
一

呂

M に調 製 し た．

　陰 イ オ ン 交換樹脂懸濁液 ： 陰イ オ ン 交換樹脂 （三菱化

学 eq　Diaion 　IJA−B16） は OH 型 に コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ し

た 後，乳鉢 で す りつ ぶ して ス ラ リー状 に し，適量 の 水を

加 えて 調製 した 懸濁液を ガ ラ ス フ ィ ル ター
（G8） で 游

過 し た 炉 液を用 い た （粒子径 ： O．1− 50pm ，平均 3．4

μm ）．電導度滴定 に よ り求め た 懸濁液中の 樹脂 の 交換容

量 は 16．0 μequiv ．／cmS で あ っ た．

　そ の 他 の 試薬 は 市販 の 特級品， 又 は 原子吸光用 標準溶

液 を用 い た．水 は イ オ ン交換水 を用 い た．

　 メ ン プ ラ ン フ ィ ル タ
ー

は セ ル ロ ー
ス 混合 エ ス テ ル 製を

使用 した．

　2・S 定量 操作

　2・3 ・1　 コ バ ル ト（［）及び ニ ッ ケル （H ）の捕集操作

lOO　
cmS ビーカーに コ バ ル ト（II）9．　 Pg 以 下，ニ ッ ケ ル

（II）3 μg 以 下 を含 む 単
一

， 又 は 混合試料溶液 を 50　cm3

採 り，0，1M 臭素酸 カ リ ウ ム 1．  cmS
， 2M フ ッ 化 カ リ

ウ ム 10　cms ，1 × 10
−5MNitroso −PSAP を 1．O　cms 加 えた

後，2M 酢酸 ア ン モ ニ ウ ム に よ りpH を 6，7 に 調節 し，

1 分 間か くは ん した ．更 に ，陰 イ オ ン 交 換樹脂 懸濁液

O．5　crnS を加え，3 分間か くは ん して直ち に孔径 0，65 μm

の メ ン ブ ラ ン フ ィ ル ターを用 い た 吸 引炉過 を行っ た．鉄

及 び ア ル ミ ニ ウ ム が 大量 に存在す る場合 に は，フ ッ 化 カ

リ ウ ム 添加後 に 孔径 O．6．5　pm の メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ
ー

に て 事前炉過して ，共存す る 鉄及 び ア ル ミ ニ ウ ム をあ ら

か じめ 除去した．

　2・3・2 鉄（II）及び鉄（III）の捕集操作　　100　cm5 ビ

ーカーに Sk　（II）5 μg 以 下 ， 鉄 （IID　 5 μg 以下 を含む単
．・

， 又 は混合試料溶液を 50cm5 採 り， 酢酸 ア ン モ ニ ウ

ム
ー
塩酸溶 液 に て pH を 5．6 に 調節 し た ．1XloLSM

Nitroso−PSAP を 1．O　cmS 加 えた後 ， 1 分間か くは ん し ，

陰 イオ ン 交換樹脂懸濁液 0．5cmS 加 え ，
3 分 間か くは ん

し て 直 ち に 孔径 0．6tt　Pm メ ン プ ラ ン フ ィ ル タ
ーを用 い

た 吸 引 炉 過 を行 っ た．

　2・3 ・S　色彩色差計 に よ る 測定　　本研究 で 用 い た 炉

過装置 に よ り，メ ン ブ ラ ン フ ィ ル ター．ヒで 得 られ る 金

属
一Nitroso−PSAP の 有色 錯 体 の 薄層 は，直径 17mm の

円形 で ある ．有色錯体保持 フ ィ ル タ ーを イ オ ン 交換水 で

N 工工
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湿らせ た炉紙 上 に 載せ
， 余剰 の 水分 を取 り除い た．ND −

1001DP 型色差計 に よ る 測定 で は，10　mm φ用 の 対物 レ

ン ズ 及 び 試料台を使用 し た．錯体側が光源を向くように

フ ィ ル ターを 配 置 し た 後，錯体 部 分が 10　mm φの 測 定

部分 に完全 に露出 す る こ とを確認 し ， 黒色 カ バ ーで外部

光を遮断して 測定 した．GR −300 型色彩色差計 に よる測

定で は ， 白色プ ラス チ ッ ク 製の 測定台 に錯体側を上 に し

て フ ィ ル ターを配置 し， 8mm φの測定部を薄層部 に あ

．て 測定した．い ずれの 場合 も有色錯体保持 フ ィ ル ターが

乾燥 し ない よう迅速 に 作業 を行い ，が 値，Pt値を測定

した．
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3 結果 と考察

　3・1 色彩計に よ る定量分析の 検討

　3・1・1 表色系 の 選定　　物体色を表す表色系 に は 多

くの 方法が提案され て い る
17）
− ua）．本研究 で は，得 られ

る数値 が 測定対象物質濃度 と相関 を持 ち，空 試験値 との

差 （色差） を求 め る こ とが 可能 な
21）L ＊   わ＊ 表色系を 採

用 した．X γZ 表色系
2°］

の 定義で は，次の ような三 次元 直

交座 標 を用 い る色空 間 で あ る．

L＊　・・　116（Y，／｝〜、）
1β 一16

a＊・＝・500 ｛（X／Xn）
’／s　一

（YI　V．）
1f3

｝

bl＝200｛（Yf　Yn）
1／”’一

（Z／L、）v
／・1
｝

X，Y，　 Z は対象 とする物体 の 三刺激値，瓦，　 Z、，　 L は

完全拡散 反 射面 の 三 刺激値 で あ り， Yn＝100 と規 格化す

る．但 し， 上式 の 適用範囲 は X／Xn ＞ O．008856，
　 Y／Tn＞

O．008856 ，
Z／乙 ＞ O、008856 で あ る

17）1s）．

　3・1・2 測定データ の 取 り 扱 い 　　L ＊
α

＊ge 表色 系 で 測

定 した場合 に得 られ る デ
ータ は L＊，a ＊，　 Pt の 三 つ で あ

り，L ＊ は 明度，　 a＊ ，　 b＊ は 色度 を示 し て い る．　 a ＊bl平面

に お い て ＋ a ＊ は赤，
一

　a “ は緑，＋ b＊ は 黄，− Pt は青の

色方向 に対応 して い る．本研究 は ， 空試験値と の 色差 を

用 い た定量法 なの で ， net 　 value に よ る検討を基本 とす

る．し た が っ て ，各色 方向 は 空試験値 と の 差をそれぞ

れ ÷ △a＊ ，一
△が ，＋ △辞 及 び 一

△b＊ と して 表 し，グ ラ フ

等で一括表記が必要な場合 に は
’‘
netvalue

”
とす る．

　S ・2　単
一

金属 イ オ ン の 定量 条件 の 検討

　3・2・1　pH の 影響 　　コ バ ル ト （II），ニ ッ ケ ル （II），

鉄 （II）及 び 鉄 （III）を nitroso −PSAP 錯体 と して 捕集す る

際 の pH の 影響 を Fig．1 に 示 した．各金属錯体 の メ ン

ブ ラ ン フ ィ ル タ
ー上 の 有色錯体 を測定 し，コ バ ル ト伽 ）

は ＋ △a＊ 値，ニ ッ ケ ル （II） は ＋ △歴 値，鉄 （II）及 び 鉄

Fig．1　Effect　of 　pH 　on △α
＊

and △P＊ for　Nitroso−

1｝SAP 　complexes

● ： Go （II），1；口 ： Ni（II），1；
△

： Fe（II），1；▼ ：

Fe（III），1P9

（IID は そ れ ぞ れ
一

△が 値 及 び
一

△b＊ 値 で 表示 し た．な

お，金属 水酸化物 の 発 生 を防 ぐ観点か ら ， 塩基性領域 で

の 検討は 排除 し た．コ バ ル ト（II）及び 鉄 （II）の 錯体 は

pH の 上 昇 に 伴 い ，各色相 の net 　value が増加 した．一

方，鉄 （III）錯体 は pH の 上 昇 に 伴 い netvaiue
・
の 減少 が

観測 され た．ニ ッ ケ ル （II）錯体 は pH 　6，7 に極大値 が 存

在 した．二 成分 の 同時定 量 を 目的 とす る 場合 に は，コ バ

ル ト（II）／ニ ッ ケ ル 〈II）系あ る い はde　（ID／鉄 （皿 ）系の

捕集条件 を一致 させ る こ とが 望 ま しい ．前者 で は ニ ッ ケ

ル （II）の最適 pH で あ る 6．7 を捕集条件と設定した ．後

者 は 鉄（III） の net 　value が 比較的高 く，鉄 （II）錯体 の

発色範囲
3）
に ある 5．6 を捕集 pH と した ．

　 3・2・2　 メ ン ブラン フ ィ ル タ
ー

の 孔径　　メ ン ブ ラ ン

フ ィ
・
ル ターと して セ ル ロ

ー
ス 混合エ ス テ ル 型 の 製品を使

用 した。無電荷錯体の 捕禦 1
に お い て は 最適孔径が 0．45

Pm で あ っ た が，イ オ ン 交換樹脂 の 懸濁液 を 用 い る本研

究 の場合 に は ， メ ン ブ ラ ン フ ィ ル ター
の 孔径が 0．45 脚

よ り小 さくなる と炉過時 に 目詰まりを起 こ し，炉過が 不

能 と な っ た ．最 適 な フ ィ ル ターの 孔径 は 最大 の net

value が得 られ る 0．65　pm を採用 した．

　 3・2・3　 フ ィ ル タ
ーに捕集 した金属錯体 の 安定性

dw　（III） を捕 集 し た場合 に は徐 々 に 鉄 （II＞へ の 還 元 が 観

測 さ れ ， 有色錯体 の 色相 は グ リーン シ フ トを起 こ した ．

色相 の 経時変化 を観察 した 結果 ，
メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ

ー

へ の 捕集終了後か ら 5 分以 上 経過す る と，a ＊ 値 は 1 以

上 低 下 し て 有 意 な差 を 示 す が，B 分 以 内に 測 定すれ ば 影

響 は無視 で きた．コ バ ル ト（ll），
ニ ッ ケ ル （II）及び鉄
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ゴ

Nitroso 一PSAI ’
　c ｛〕mplex

△ ade

Fig．2　Relationship 　between △α
＊一△b＊ and 　metal

contents （P9）

◆ ： Co （II）；
△

； Ni（II）；■ ： Fe（ID ；● ： Fe（III）

（II）錯体 は 比 較 的安定で あ っ た が ，測 定は外部 か らの

汚染を防 ぐた め 同様な条件で行 っ た．

　3・2・4　検量線 と定量精度　　 a
＊blk平面上 に 展開 し た

各金属 イ オ ン 錯体 の 検量線 を Fig ．2 に 示 した ．い ず れ

の 金属 イオ ン も平面 上 に 曲線 と して 表 さ れ，相関する 色

方向値 と の 検量線 は 上 に凸な曲線 と な っ た．．単 一金 属イ

オ ン系 に お い て ，検量 線 は 直線の ほ うが 取 り扱い が 容易

で あ る た め ，直線化 の 変換 を行 っ た
6》．そ の 結果，い ず

れ の 検 量線も簡単 な指数変換に よ り直線とみ なすこ とが

で き，次 の
・一般式で表さ れ た．

亀

0

一20

一20・
△ ade0

20

Fig・4　　（〕alibration 　p且ane 　for　iron（II＞
−iron（II1）

−

Nitroso−PSAP 　complex

z
＊’

　
＝＝

　B｛exp （轡 A）冖1｝

z＊ は 相 関 の あ る 色方向 （＋ △a ＊，＋ △b＊ ，一
△a＊ 及 び

一
△b ＊），z＊

’
は 得 ら れ た 変換値 と定義す る．ま た，　 A は

金属錯体／色彩計の 固有定数で あ り， B は 傾 きを表す任

意 の 値で あ る．コ バ ル ト（II），ニ ッ ケ ル （II）， 鉄 （II）及

び 鉄（III） の 検出限界 （空試験値 の ば らつ きの 3 倍） は

それぞれ   ．1，0．2，0．B 及 び 0．4　Pg で あ っ た．定量 の 再

現性は 良好で あ り，3pg の 鉄 （II） に 対す る測定値 （
−

a
＊

値） の 相対 標準偏差 は 9．4％ 蜿 ＝ 7） で あ っ た ．また ，

1μg の コ バ ル ト（II）及 び ニ ッ ケ ル （II） を含 む 二 成 分 系

に お ける 測定値 （＋ a ＊
，

＋ b＊）の 相対標準偏差 は ， そ れ

ぞれ O．85 ％ （nW5 ）及び 0 ．84 ％ （n ・＝5） で あ っ た．

　 3・3　二 種金属イオ ン の同時定量条件 の検討

　呈色 の 異な る二 つ の 化学種 は，混色系 の 色彩計測 を利

用 す る こ とで 同時定量 が 可能とな る、二 成分 の 同 時定量

に お い て は 対象物質の 存在比 を変えて 測色 した値 （net

value ）を △a
＊

， △b＊ 座標に プ m ッ ト して検量面 とする．

　3・3・1　 コ バ ル ト（H ）・・こ ッ ケル （U ）の 検量面　　コ バ

ル ト（II）一ニ ッ ケ ル （ID の 二 成分系 に お け る 検 量 面 を

Fig．3 に 示 し た．ニ ッ ケ ル （II）は ＋ △歴 方向に展開 し ，

コ バ ル ト（II）は ＋ △al　一＋ △b＊ 領域の 右．　E．SSに展開す る ．

検量 面 の プ ロ ッ トは 金 属 イ オ ン が 3 μg 以 上 で 収束す る

た め，定 量 の 上 限 は 3 μg で あ っ た．検 量 面 は 原 点 に お

け る 角度が 鋭角 で あ る場合 に 「収束」す る と推定 され た．

実際 の 混合試 料 の 定量 に 際 し て は，得 ら れ た デ
ータ

（net 耐 ue ）を検量 面 に プ ロ ッ ト し ， 案分法 に よ りコ バ

ル ト（II） と ニ ッ ケ ル （ID の 存在量 を 算出 し た ．
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　3。3・2　鉄 （II）一鉄 （lll）の検量面　　鉄 （H ）
一
鉄 （III）

の 二 成分系 に お け る検量面を Fig．4 に 示 した．単独 の

鉄 （II） は
一

△  方向 に展開す る が，鉄 （III）は ＋ △ct＊
’
L

−
△b＊ 領域 の 右下部に 展開す る，コ バ ル ト （II）一ニ ッ ケ

ル （II）系 と異な り， 金属 イ オ ン の 量 が 増加に伴 う収束

は 見 られ なか っ た ．5 μg の 鉄 （II）及び鉄 （III）に対する

広 い 範囲の 検 量 面が 期待で き る．検 量 面 は 原 点 の 角度 が

鈍角 で あ る と 「発散」す る と 推定され た ．実際 の 混合試

料の 定量 に お い て は，検量面 に プロ ッ トした 正味値か ら

案分 法 に よ り鉄 （II） と鉄 伽 D の 存在量 を算出 し た．

　 3・3・S　共存 イオ ン の 影響　　 コ バ ル ト（II＞一ニ ッ ケ ル

（II） 二 成分系 に おけ る 共存 イ オ ン の 影響 を Table　1 に

示 した ．マ ス キ ン グ 剤 と して フ ッ 化物イ オ ン を用 い た．

10 倍量 の 鉄 は コ バ ル ト（II），ニ ッ ケ ル （II） の 定量 を 妨

害 しなか っ た が ，100 倍量 で は コ バ ル ト（II），
ニ ッ ケ ル

（II） の 定量 に負の 妨害を示 した．1000 倍量 の 鉄及びア

ル ミ ニ ウ ム は あ らか じめ 泝過 に よ り除去 した ．そ の 結

Table 　 l　 InfLucnce 　ofcoexist 　ions

Ion　added ／ Go （II）found ／ Ni （II）foundf

　 　 μ9　 　　 　 　 P9　 　　 　　 　 μ9

果 ，
コ バ ル トは ほ ぼ 良好 な測 定値 を示 し た が ，

ニ ッ ケ ル

（II） で は負 の 影響が 観測 され た．コ バ ル トの 定量 で は，

大量 の マ ン ガ ン （II），亜鉛（II），鉛 （II）等の 共存下 で 良

好 な結 果 が 得 られ た ．銅 は 少量 が 存在 して もニ ッ ケ ル

（II）の 定量 に 正 の 誤差 を示すが ，こ の 結 果 を利用す る

銅 （II）の 定量 も可能 で ある．鉄 （II）一鉄 （III）系 に 対す

る コ パ ル h（II），ニ ッ ケ ル （11），銅 （II） の 妨害 を検討 し

た．環境試料中 に 含 まれ る こ れ らの 金 属 イ オ ン の 存 在 量

は鉄 に比べ て か な り低 く
2Z）
，全鉄イ オ ン の

’
百分 の

…
の 程

度で は妨害が見られず，鉄 の 良好な 回収率が得られた．

　S・3・4　添 加 回 収 実 験 　　本 法 の 応 用 と して ， 水 道水

の 添加回収実験を行い ， 鉄（II）及 び鉄 （III）の 同時定量

を試 み た結果を Table　 2 に 示す．水道水中 には鉄 （III）

の み が 存在 し たが ， 添加 し た鉄 （II），鉄 （III）共 に 良好

な 回 収率が 得 られ ， μg 量 の 鉄 （II）及び鉄 （III） を同時

定量 で きた．

　色彩化学計測法は，単
一

及び 二 成分の 同時定量を適用

で きる 高感度な固相分析法 と して 今後の 発展 が期待で き

た．

　研究を進 め る に 当た り，有益 な ご助 言をい た だ きま した

山形 大学志 田惇
一・

教 授に 感謝致 します．
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要 旨

　試料水中の 微量 コ バ ル ト（II），ニ ッ ケ ル （II）及 び 鉄 （II，　III） の 固相濃縮 及 び 色 彩化学計測法 を確立 し

た．標題 金属 イ オ ン の 2一ニ トロ ソー5−（N 一プ ロ ピ ル ーN 一ス ル ポ プ ロ ピル ア ミ ノ ）フ ェ ノール （NitrOSQ−PSAP ＞

錯体 は
， 陰イ オ ン 交換樹脂 の 懸濁液 中で 捕集 した 後 に 分離 し

，
フ ィ ル ター上 の 固相の 有色金属錯体を

L ＊ a ＊bl表色系 に よ っ て 評価 した．単
一金 属 イ オ ン の 検 量 線 は 赤色 度 （＋ a ＊ 値），緑色度 （

一
　a ＊ 値），黄

色度 （＋ b＊ 値），青色度 ← b＊ 値） を用 い て作製 した．．．ヒに 凸 な検量曲線デ
ータ は，直線化処理が可能

で あ っ た．ま た，a
・
’
b＊

平面上 に検量面 を有する コ バ ル ト（II）−d ッ ケ ル （II＞系 ， 鉄（II）一鉄（III）系の 同

時定量法を考案 した．試料水中 に 存在す る μg 量 の コ バ ル ト（II），ニ ッ ケ ル （ID 及 び 鉄 （II，　III）を迅速

かつ 簡便に比色定量 で きた．
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